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今 月 の 表 紙

今年の干支・辰

2024年の干支は辰（たつ）です。十二支の中で唯一、空想

上の動物があてられている「辰」。東洋では、辰＝龍は神

の使いであり、世を統べる権力の象徴です。昇り龍などに

描かれるように、勢いよく活気あふれる年になるといわれ

ています。

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　２月20日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939
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年  

頭  

所  

感
　
　
鳥
取
商
工
会
議
所
　
会
頭
　 

児
　
嶋
　
祥
　
悟

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
発
生
か
ら
３
年
余
り
の
間
、
社
会
・
経

済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
５
類
感
染
症
へ
類
型
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
企
業
活
動
も
活
発
に
再
開
さ
れ
る
な
ど
明
る

い
材
料
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
世
界
情
勢
は
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
ロ
シ
ア
の
対
立
に
加
え
、
10
月
に
は
イ
ス
ラ

エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
と
の
間
で
軍
事
衝

突
が
始
ま
る
な
ど
国
際
社
会
の
分
断
が
一
層
深
刻

化
し
、
混
沌
と
し
た
１
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
世
界
の
石
油
供
給
の
重
心
と
も
い
え

る
中
東
の
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
や
原
油
価
格
に
一
層
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
世
界
経
済
を
減
速
さ
せ
る
要
因
と
な
る

こ
と
か
ら
早
期
の
解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
そ
の

兆
し
は
見
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
国
内
の
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
沈
静
化
や
円
安
の
進
行
に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
を
中
心
に
観
光
関
連
産
業
は
順
調
に
景

気
の
回
復
が
見
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の

業
種
・
業
界
は
高
止
ま
り
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

や
物
価
が
景
気
回
復
に
水
を
差
す
状
況
が
続
い
て

お
り
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
中
心
に
収
益
の

確
保
に
苦
慮
す
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
加
え
、
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
本
年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
、
運
送
業
や
建

設
業
に
お
け
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
い

わ
ゆ
る
「
２
０
２
４
年
問
題
」、
慢
性
的
な
人
手

不
足
な
ど
企
業
経
営
に
お
け
る
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
所
は
円
安
・
物
価

高
騰
対
策
に
関
連
し
た
補
助
金
な
ど
の
申
請
業
務

を
は
じ
め
資
金
繰
り
対
策
、
法
改
正
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
、
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
研
修
会

の
実
施
な
ど
事
業
者
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
観
光
振
興
や
賑
わ
い
の
あ
る
鳥
取
駅

周
辺
整
備
の
在
り
方
な
ど
当
地
域
が
直
面
し
て
い

る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
行
政
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
現
代
社
会
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
世
の
中
が
変
転

し
予
測
困
難
な
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
商
工

会
議
所
は
こ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
未
来
に

向
け
た
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
や
企
業
経
営
に
つ
い

て
最
適
解
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
果
敢
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）」。
生

命
や
物
事
の
始
ま
り
を
意
味
し
、
ま
さ
に
龍
門
飛

躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
が
健
康
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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2024年2024年

大
山
日
ノ
丸
証
券
㈱

代
表
取
締
役
専
務

今 

井
　
敏 

明

常議員

山

野

商

事

㈱

代

表

取

締

役

嶋 
田
　
耕 

一

常議員

や
ま
こ
う
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

鶴 

石
　
健 

治

常議員 鳥
取
信
用
金
庫

理

事

長

田 

村
　
博 

信

常議員

鳥
取
商
工
会
議
所

専

務

理

事

中 

山
　
孝 

一

専務理事

㈱
サ
ン
マ
ー
ト

代

表

取

締

役

岩 
崎
　
陽 

一

常議員

㈱
日
ノ
丸
総
本
社

代

表

取

締

役

岡 

　
　
周 

一

副会頭

日

本

交

通

㈱

常

務

取

締

役

澤 

　
　
耕 

司

常議員 ㈱

小

銭

屋

代

表

取

締

役

小 

谷
　
文 

夫

常議員

㈱

清

水

代

表

取

締

役

清 

水
　
昭 

生

常議員㈱
中
電
工
鳥
取
統
括
支
社

支

社

長

田 

淵
　
明 

彦

常議員 日
ノ
丸
印
刷
㈱

代

表

取

締

役

谷 

口
　
譲 

二

常議員

鳥
取
医
療
器
㈱

代

表

取

締

役

玉 

木
　
淳 

二

常議員

㈱
エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー

代
表
取
締
役
会
長

竹 

内
　
茂 

喜

常議員

㈱

玉

川

代

表

取

締

役

玉 

川
　
政 

一

常議員

鳥

取

瓦

斯

㈱

代
表
取
締
役
会
長

児 
嶋
　
祥 

悟

会　頭

㈱
山
陰
合
同
銀
行

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

秋 

下
　
宗 

一

常議員

㈱

鳥

取

銀

行

代
表
取
締
役
会
長

平 

井
　
耕 

司

副会頭東
洋
交
通
施
設
㈱

代

表

取

締

役

西 

垣
　
　 

豪

副会頭

大

和

建

設

㈱

取

締

役

社

長

影 

井
　
一 

清

常議員

㈱
ア
サ
ヒ
メ
ッ
キ

取

締

役

会

長

木 

下
　
貴 

啓

常議員
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2024年2024年

㈱
白
兎
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役
社
長

藪 

田
　
浩 

明

常議員

㈱

戸

信

代
表
取
締
役
会
長

戸 

田
　
暖 

久

㈱
ゼ
ン
ヤ
ク
ノ
ー

顧

問

森 

下
　
哲 

也

㈱
吉
谷
機
械
製
作
所

取

締

役

社

長

吉 

谷 

勇
一
郎

グ
ッ
ド
ヒ
ル
㈱

代
表
取
締
役
社
長

吉 

岡
　
秀 

樹
（
学
法
）
東
雲
学
園

理

事

長

安 

住
　
　 

学

え
び
す
本
郷
㈱

代

表

取

締

役

渡 

邉
　
健 

次

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

取
締
役
副
社
長

長 

谷
　
泰 

彦

常議員 常議員

鳥
取
県
信
用
保
証
協
会

専

務

理

事

北 

川
　
弘 

之

監　事

常議員

常議員

㈱
島
根
銀
行
鳥
取
支
店

支

店

長

佐 

野
　
克 

己

監　事

㈱

德

田

商

店

代
表
取
締
役
会
長

德 

田
　
三 

明

常議員

㈱
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ

代
表
取
締
役
社
長

圓 

井
　
貴 

志

常議員

常議員

監　事

㈱
鳥
取
メ
カ
シ
ス
テ
ム

会

長

林 

　
　
正 

人

常議員水

野

商

事

㈱

代

表

取

締

役

水 

野
　
治 

郎

常議員

常議員

安

田

精

工

㈱

代

表

取

締

役

安 

田
　
和 

雄

常議員中
国
電
力
㈱
鳥
取
支
社

常
務
執
行
役
員
支
社
長

籔 
根
　
　 

剛

常議員

日
ノ
丸
産
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

森 

下
　
明 

男

常議員日
ノ
丸
西
濃
運
輸
㈱

常
務
執
行
役
員

森 

本
　
幸 

久

常議員

久

本

木

材

㈱

代

表

取

締

役

久 
本
　
雅 

義

常議員

㈱
モ
リ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
会
長

盛 
田
　
眞 

理

常議員

鳥
取
科
学
器
械
㈱

代

表

取

締

役

手 
石
　
幸 

洋

常議員
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㈱
千
代
田
工
務
店

代

表

取

締

役

荒 

田 

潤
之
介

議　員㈲

ウ

ィ

ル

代

表

取

締

役

井 

上
　
法 

雄
㈲
造
園
土
木
植
清
園
鳥
取
営
業
所

代
表
取
締
役
副
社
長

大 

塚
　
清 

隆

㈱
シ
セ
イ
堂
デ
ザ
イ
ン

代

表

取

締

役

植 
木
　
　 

誠

泊
綜
合
食
品
㈱

代

表

取

締

役

岸 

田
　
隆 

志

㈲
赤
山
建
築
設
計
事
務
所

取
締
役
設
計
室
長

赤 
山
　
　 

渉

ユ
タ
カ
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役
社
長

今 

井
　
勝 

雄

議　員

議　員

㈱
さ
ん
れ
い
フ
ー
ズ
鳥
取
支
店

支

店

長

郷 

原
　
和 

裕

議　員

㈱
山
陰
放
送
鳥
取
支
社

支

社

長

小 
椋
　
英 

之

議　員

議　員

㈱
フ
ァ
イ
ナ
ー
ル

代
表
取
締
役
社
長

門 
脇
　
康 

弘

議　員

議　員

議　員

議　員

㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
鳥
取

取
締
役
会
長
社
主

大 

月
　
　 

徹

議　員

㈱
懸
樋
工
務
店

代

表

取

締

役

懸 

樋
　
義 

樹

議　員㈱
勝
原
製
作
所

代

表

取

締

役

勝 

原
　
　 

章

議　員

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
鳥
取
営
業
支
社

鳥
取
営
業
支
社
長

川 

西
　
一 

伸

議　員

鳥
取
瓦
斯
産
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

児 

嶋
　
太 

一

議　員

リ
バ
ー
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

代

表

取

締

役

川 

口
　
大 

輔

議　員

日
ノ
丸
観
光
㈱
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

代
表
取
締
役
社
長

勝 

井
　
博 

久

議　員

鳥
取
空
港
ビ
ル
㈱

専

務

取

締

役

川 

本
　
良 

則

議　員

西
日
本
電
信
電
話
㈱
鳥
取
支
店

支

店

長

小
川
原 

秀 

哉

議　員

鳥
取
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

顧

問

黒 

坂
　
幸 

夫

議　員
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2024年2024年

㈱

花

の

れ

ん

代

表

取

締

役

土 
江
　
征 

典

日
ノ
丸
自
動
車
㈱

取

締

役

社

長

中 

島
　
文 

明

議　員

議　員 ㈱

中

井

脩

代
表
取
締
役
社
長

中 

井 

太
一
郎

議　員 菌

興

椎

茸

㈿

代
表
理
事
組
合
長

常 

田 

孝
一
郎

議　員

㈱

丸

由

取

締

役

店

長

田 

中
　
秀 

明

議　員

㈱
鳥
取
マ
ツ
ダ

代

表

取

締

役

西 

面 

美
都
子

議　員

㈱

三

協

商

会

代

表

取

締

役

民 

野
　
純 

男

議　員㈲

亀

井

堂

代

表

取

締

役

地 

原
　
忠 

実

㈱

田

村

紙

店

代
表
取
締
役
会
長

田 

村
　
章 

二

議　員 議　員

㈱

谷

本

酒

店

代

表

取

締

役

谷 
本
　
暢 

正

議　員 山

口

電

業

㈱

取

締

役

社

長

谷 

川
　
　 

寛

議　員

㈱
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｉ
き
っ
ぺ
い

代

表

取

締

役

小 

谷
　
知 

史

議　員

田

中

工

業

㈱

代
表
取
締
役
社
長

田 

中
　
健 

志

議　員

八
幡
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

取

締

役

玉 

木
　
美 

香

議　員

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
電
機
㈱

取
締
役
Ｃ
Ｃ
Ｏ
内
部
統
制
担
当
安
全
担
当

長
谷
川 

　 

純

議　員

㈱

ア

ク

シ

ス

代

表

取

締

役

坂 

本
　
　 

哲

議　員

㈱

伝

習

館

代

表

取

締

役

坂 

根
　
　 

徹

議　員 ㈱

コ

タ

ニ

代
表
取
締
役
社
長

小 
谷
　
憲 

司

議　員

日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長

西 

嶌
　
一 

泰

議　員㈱
人
形
の
は
な
ふ
さ

代

表

取

締

役

英 

　
　
智 

哉

議　員
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㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
鳥
取
支
店

支

店

長

廣 

瀬
　
道 

夫

㈱
森
下
久
平
商
店

代

表

取

締

役

森 

下
　
泰 

年

因

伯

通

運

㈱

代

表

取

締

役

涌 

本
　
知 

彦

㈱

Ｈ

Ｒ

Ｄ

代

表

取

締

役

原 

田
　
宜 

明

日
本
上
下
水
道
工
業
㈱

取

締

役

山 

田
　
俊 

彦

㈱

ウ

シ

オ

代

表

取

締

役

福 
家
　
成 

夫

㈱

因

州

屋

代

表

取

締

役

前 

田
　
清 

吉

八
光
自
動
車
㈲

代

表

取

締

役

吉 

川
　
　 

浩

㈱
鳥
取
空
港
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

取

締

役

会

長

福 

田
　
健 

治

議　員

大

和

設

備

㈱

代

表

取

締

役

古 

川
　
純 

一

議　員

㈱

牧

浦

商

店

専

務

取

締

役

牧 

浦
　
健 

泰

議　員

日

段

㈱

代

表

取

締

役

山 

川
　
正 

人

議　員

㈱
鳥
取
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
団

ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取 

代
表
取
締
役
社
長

山 

西
　
裕 

祐

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

山
陰
警
備
保
障
㈱

代

表

取

締

役

藤 

田
　
泰 

央

議　員

議　員

議　員

議　員

㈲

山

田

屋

代
表
取
締
役
社
長

山 

田
　
将 

司

議　員

議　員

㈲

む

ら

か

み

代

表

取

締

役

村 

上 

亜
由
美

議　員

㈱
コ
ク
ヨ
Ｍ
Ｖ
Ｐ

代

表

取

締

役

丸 
山
　
博 

之

議　員

㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
中
国
鳥
取
支
店

支

店

長

横 

山
　
周 

一

議　員

大

鳥

機

工

㈱

監

査

役

福 

本
　
順 

治

議　員

㈱

田

中

建

設

代

表

取

締

役

濵 
中
　
安 

男

議　員
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㈱

ト

リ

ベ

イ

取

締

役

会

長

縫 

谷
　
昌 

生

㈱

清

水

会

長

清 

水
　
昭 

允

㈲

亀

甲

や

代
表
取
締
役
会
長

小 

谷 

治
郎
平

常任相談役常任相談役

㈲
赤
山
建
築
設
計
事
務
所

代

表

取

締

役

赤 
山
　
善 

男

常任相談役

名

誉

会

頭

八 

村
　
輝 

夫

常任相談役

常任相談役㈱
サ
ー
ビ
ス
呉
服
店

代

表

取

締

役

渡 

辺
　
　 

博

常任相談役
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動 向

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会

長
・
児
嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所

会
頭
）
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
団

体
や
運
送
業
界
、
行
政
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
「
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
解
決
に
向
け
た
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
12
月
19
日

（
火
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
、
効
率

的
な
運
送
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
を
共
同
で
宣
言
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

適
用
や
拘
束
時
間
の
適
正
化
な
ど
に

よ
り
、
人
手
不
足
や
輸
送
量
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
県
な
ど
は
、
昨
年
６
月

に
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し
、

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
意
見
交
換
会
な
ど

を
実
施
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
に

対
し
、
事
業
者
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
や
モ
ノ
の
流
れ
・
管

理
の
適
正
化
を
目
標
に
、
物
流
効
率

化
や
鉄
道･

船
舶
を
使
っ
た
輸
送
方

法｢
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト｣

の
切
り
替

え
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
宣
言
内
容
を

採
択
し
ま
し
た
。

　
共
同
宣
言
の
内
容
は
、
①
地
域
の

物
流
を
守
る
②
物
流
の
改
革
機
会
③

効
率
的
な
経
営
④
啓
発
強
化
⑤
持
続

可
能
な
物
流
⑥
運
送
事
業
の
強
靭
化

⑦
物
流
イ
ン
フ
ラ
整
備
⑧
事
業
所
間

連
携
―
の
８
つ
の
項
目
を
掲
げ
、
官

民
連
携
し
て
効
率
的
な
運
送
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　　　我が社の従業員で欠勤や遅刻を繰り返す者がいます。本人から事情を聴
　　　取したところうつ状態であるとのことでしたので、休職命令を出しまし
たが、これを拒否し勤務を続けています。どのように対応すればよいでしょう
か？
　　　今回は休職命令の拒否について説明します。休職制度とは、一定期間解
　　　雇を猶予し、治療に専念してもらう制度です。それゆえ、解雇されるの
ではないかとの不安や減収が生じることから、会社からの受診命令に従わな

かったり、あるいは休職命令を拒否するケースがあります。
　労働者が欠勤や遅刻などの勤怠不良を繰り返すとき、会社としては懲戒処分ひいては解雇を検討せざ
るを得ません。しかし、その原因が疾患である場合には、会社はこれに配慮する義務がありますので、
休職等の措置を講じないまま解雇しても無効となる可能性があります。
　したがって、従業員が疾患にかかっていることが明らかであれば、会社としては医師への受診を経な
いまま休職命令とすることも合法といえます。そして、休職命令は業務命令ですので、これを拒否する
ことは業務命令違反に該当し懲戒処分の対象となり得るとして、従業員を説得すべきです。従業員が休
職命令を拒否し勤務を続けていることを会社が容認している場合、疾患が悪化した責任が会社に発生す
る危険性もあります。
　他方で、疾患にかかっていることが明らかとはいえない場合であっても、従業員が医師への受診命令
を拒否し続けていることがその理由である場合には、欠勤や遅刻などの勤怠不良を繰り返しており改善
が見込まれないとして解雇を検討することになります。
　なお休職命令にあたっては、休職制度が解雇を一定期間
猶予する制度であることに鑑みて、休職させずに代替労務
への就労が可能かどうかを検討する必要があり、これに反
した場合休職命令自体違法となる場合があります。

 休職命令の拒否休職命令の拒否
Q

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
154

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857

  

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　　

官
民
連
携
し
取
り
組
み
を
強
化

官
民
連
携
し
取
り
組
み
を
強
化

　
物
流
効
率
化
に
向
け
て
共
同
宣
言

　
物
流
効
率
化
に
向
け
て
共
同
宣
言

共同宣言を行った児嶋会長（１段目右から３番目）
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動 向

　
観
光
客
へ
の
も
て
な
し
向
上
を
目

的
と
し
た
「
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」
を

養
成
す
る
鳥
取
市
観
光
大
学
（
児
嶋

祥
悟
学
長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会

頭
）
の
開
校
式
が
12
月
５
日
（
火
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
開
か
れ
、
観
光
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
や
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
36
人
の
受
講
生
が
入
校
し
ま
し

た
。

　
こ
の
鳥
取
市
観
光
大
学
は
、（
一

社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
、
鳥
取
市
、
鳥
取
商
工
会
議
所

が
共
催
で
実
施
。
今
年
度
で
19
回
目

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
５
６
２
人
が

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
を
受
け
、

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
開
校
式
で
は
、
児
嶋
学
長
が
「
観

光
客
を
『
お
も
て
な
し
の
心
』
で
迎

え
る
こ
と
が
大
切
。
今
後
、
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
や
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
で
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
、

鳥
取
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
を
温
か
く

迎
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

受
講
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
紹
介
に
続
い
て
、（
一
財
）

自
然
公
園
財
団
鳥
取
支
部
の
上
村
美

和
さ
ん
と
、
㈲
サ
ー
ビ
ス
タ
ク
シ
ー

の
橋
本
達
弥
さ
ん
が
受
講
生
を
代
表

し
て
、
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
に

向
け
て
決
意
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
、
２
カ
月
に
わ
た
っ
て

観
光
資
源
や
お
も
て
な
し
を
学
ぶ
座

学
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
な
ど
を

巡
る
現
地
研
修
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

  

第第
1919
期
鳥
取
市
観
光
大
学
開
校

期
鳥
取
市
観
光
大
学
開
校

　
　
　

　
　
　

お
も
て
な
し
の
心
を
学
ぶ

お
も
て
な
し
の
心
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

マ
イ
ス
タ
ー
目
指
し

マ
イ
ス
タ
ー
目
指
し
3636
人
が
入
校

人
が
入
校

児嶋学長に宣誓する受講生

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.56Vol.56
110番通報の適切な利用促進について110番通報の適切な利用促進について

◎１月10日は『110番の日』
　　110番は、みなさんが事件・事故等に遭われたり、目
撃したりした場合、警察官を緊急で向かわせるための「緊
急専用電話」です。
　　警察に対する相談・要望等、緊急でないものは、警察
総合相談電話（＃9110）または、各警察署、交番、駐
在所へ連絡してください。
　　最近のスマートフォンには、緊急通報可能な機能を有
するものがあり、意図せず110番に繫がるケースが増加
しています。誤って110番に通報してしまった場合は電
話を切らずに「間違いです」と説明してください。

◎言葉や耳の不自由な方専用の緊急通報システム
○メール110番
　メールアドレス
　　（tottori110pipopa@view.ocn.ne.jp）

○ファクシミリ110番
　フリーダイヤル（0120−857−110）

○110番アプリシステムのアプリで緊急通報
　　利用に際し、警察庁ウエブサイトから専用の「110番
アプリ」をダウンロードして事前に登録していただく必
要があります。
　※警察庁のウエブサイト
　　（https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/110/app/）

○電話リレーサービスを利用した緊急通報
　　「電話リレーサービス」とは、聞こえない人と聞こえ
る人をオペレータが通訳して電話でつなぐサービスで、
事前に登録していただく必要があります。
　※電話リレーサービスのウエブサイト
� （https://nftrs.or.jp）

○110番映像通報システムを利用した映像等の送信
　　事件・事故の現場等で、110番通報をされた際、通報
を受けた警察官が必要と判断した時に、通報者にこのシ
ステムを利用して現場の映像等の送信をお願いすること
がありますので、ご協力お願いします。（映像等の送信
時には通信費が通報者の負担になるため、その点もご理
解ください）
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
11
月
29
日
（
水
）

か
ら
２
日
間
、
関
西
圏
と
の
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
、
滋
賀
県
大
津
市

の
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
異
業

種
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
交
流
会
に
部

会
員
ら
10
人
が
参
加
し
、
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
交
流
会
は
、
尼
崎
・
東
大
阪
・

大
津
の
３
商
議
所
が
合
同
で
企
画
。

今
年
度
は
、
大
津
商
議
所
が
主
幹
で
、

「
企
業
成
長
戦
略
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
推

進
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
基
調
講
演
と
２
社
の

事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
の
事
例
発
表
で
は
、
大
津
市
の
㈱

マ
ン
ア
ッ
プ
・
宇
野
晴
久
代
表
取
締

役
が
「
私
た
ち
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
」

を
テ
ー
マ
に
登
壇
。
直
面
す
る
経
営

課
題
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
を
導
入
し

て
き
た
経
緯
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

す
る
中
で
生
ま
れ
た
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
㈱
マ
ン
ア
ッ
プ
は
、
人
材
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
を

主
力
と
し
た
会
社
で
、
父
親
か
ら
継

承
し
た
会
社
。
宇
野
社
長
が
入
社

後
の
２
０
０
８
年
頃
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
法
改
正
の
影
響
に
よ
っ

て
業
績
が
低
迷
。
基
幹
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
導
入
し
た
も
の
の
、
ペ
ー
パ
ー

主
義
な
ど
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
非
効

率
な
作
業
で
受
注
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

業
務
過
多
に
陥
る
な
ど
、
経
営
課
題

が
山
積
し
て
い
た
と
述
懐
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
こ
れ
ら
財
政
基
盤
や
業

務
体
制
の
改
善
の
た
め
に
、
積
極
的

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
。
業
務
の
効
率
化

や
残
業
削
減
な
ど
が
進
ん
だ
も
の

の
、
他
方
で
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
業
務

が
属
人
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
知
識
不
足
や
デ
ジ
タ
ル
ア
レ

ル
ギ
ー
が
露
見
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
宇
野
社
長
は
、
効

果
的
な
運
用
を
行
う
た
め
に
「
①
Ｄ

Ｘ
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
る
こ
と

②
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
こ
と
③
実
践
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
―
」
の
３
つ
を
挙
げ
、
学
び
や

意
識
改
革
に
向
け
た
環
境
を
作
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
宇
野
社
長
は
「
経
営
課
題

は
尽
き
な
い
。
日
々
課
題
と
向
き
合

う
中
で
、『
会
社
が
ど
う
な
り
た
い

か
。
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
』

を
従
業
員
と
共
に
考
え
て
、
経
営
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
懇
親
会
は
、
大
型
客
船

「
ビ
ア
ン
カ
」
に
乗
船
し
て
、
琵
琶

湖
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
な
が
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
、
各
地
商

議
所
の
会
員
事
業
者
と
名
刺
交
換
や

情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

  

関
西
圏
商
議
所
と
の
交
流
事
業

関
西
圏
商
議
所
と
の
交
流
事
業

　
　
　

　
　
　

Ｄ
Ｘ
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

Ｄ
Ｘ
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
客
船
で
交
流

琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
客
船
で
交
流

鳥 取 商 議 所
工  業  部  会

大交流会の様子
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
水
野
治
郎
部
会
長
）
は
11
月
30
日

（
木
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
、「
労
働
法
改

正
と
人
材
採
用
の
考
え
方
を
学
べ
る

採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

経
営
者
や
人
事
担
当
者
ら
31
人
が
受

講
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
㈱
営
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

採
用
チ
ー
ム
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
遠
藤

大
志
氏
が
務
め
、
労
働
法
改
正
に
お

け
る
注
意
点
や
中
小
企
業
が
採
用
を

成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
指
南
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
は
じ
め
に
２
０
２
１

年
４
月
に
中
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ

た
正
社
員
非
正
規
社
員
の
待
遇
差
を

是
正
す
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

制
度
の
注
意
点
な
ど
を
解
説
。
続
い

て
、
中
小
企
業
が
人
材
採
用
を
成
功

さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
遠
藤
講
師
は
、
中
小
企
業
の
効
果

的
な
採
用
活
動
に
つ
い
て
「
や
み
く

も
に
求
人
広
告
を
出
し
て
も
、
大
企

業
と
同
じ
手
法
で
は
勝
て
な
い
。
採

用
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
同
じ
で

「
誰
に
」・「
何
を
」・「
ど
の
よ
う
に
」

発
信
す
る
か
戦
略
を
立
て
て
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
」
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
思
考
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
大
卒
者
向
け
の
採
用
で

は
「
一
般
的
な
採
用
活
動
は
８
月
頃

に
終
わ
る
が
、
就
職
活
動
に
出
遅
れ

た
優
秀
な
学
生
が
一
定
数
い
る
。
９

月
以
降
に
売
り
手
市
場
で
は
な
い
瞬

間
が
訪
れ
る
の
で
、
こ
こ
が
狙
い
目
」

と
話
し
、
他
社
と
違
う
動
き
を
し
て

採
用
競
争
を
勝
ち
抜
く
術
な
ど
を
伝

授
し
ま
し
た
。

公益社団法人  鳥取市シルバー人材センター　TEL 0857-22-0050　 FAX　0857-22-0051

公益社団法人鳥取県シルバー人材センター連合会
〒683-0812　鳥取県米子市角盤町1丁目76番地
URL  https//www.torisilver-ren.com

ＴＥＬ　０８５９－３７－２５３１
ＦＡＸ　０８５９－３７－２５３７

詳しくは左記、ホームページで確認下さい。

《お問い合わせは下記まで》

厚生労働省鳥取労働局委託事業『高齢者活躍人材確保育成事業』

詳しくは左記、ホームページで確認下さい。

シシニニアアのの力力をを
活活用用ししまませせんんかか❢❢

人人手手不不
足足解解消消

ＴＥＬ ０８５９－３７－２５３１
ＦＡＸ ０８５９－３７－２５３７

公益社団法人鳥取県シルバー人材センター連合会
〒 鳥取県米子市角盤町 丁目 番地

公益社団法人 鳥取市シルバー人材センター

講演する遠藤講師

  

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　
　
　

中
小
企
業
が
採
用
競
争
に
勝
つ
た
め
に

中
小
企
業
が
採
用
競
争
に
勝
つ
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

採
用
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
を

採
用
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
を
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㈱
人
形
の
は

な
ふ
さ
の
鳥
取

商
工
会
議
所
職

務
執
行
者
が
、

英
義
人
氏
か
ら

英
智
哉
氏
（
代
表
取
締
役
）
＝
写
真

＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
メ
モ
ワ
ー

ル
イ
ナ
バ
の
鳥

取
商
工
会
議
所

職
務
執
行
者
が
、

光
浪
房
夫
氏
か

ら
圓
井
貴
志
氏
（
代
表
取
締
役
社
長
）

＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

【
代
表
者
変
更
】

◆
大
和
証
券
㈱
鳥
取
支
店

　
鳥
取
市
今
町
１
丁
目
１
２
１

　
支
店
長
＝
七
野
　
周
介

◆
㈱
Ｊ
Ｃ
Ｂ
エ
ク
セ

　
鳥
取
市
若
葉
台
北
６
丁
目
１
―
１

　
代
表
取
締
役
副
社
長
＝

�

山
本
　
哲
資

【
社
名
変
更
】

◆
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
米
子
支
社
鳥

取
鉄
道
部
→
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

中
国
統
括
本
部
鳥
取
鉄
道
部

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
ル
ー
ト
シ
ー

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
３
丁
目
98
―

11
→
鳥
取
市
南
隈
７
４
０
―
１

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
っ
こ

　
鳥
取
市
南
吉
方
３
丁
目
４
８
６
→

鳥
取
市
千
代
水
４
丁
目
45
番
地

◆
㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
鳥
取
支
店

　
鳥
取
市
片
原
２
丁
目
２
１
８
→
鳥

取
市
本
町
３
―
２
０
１
鳥
取
産
業

会
館
・
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
１

階

　
代
表
者
お
よ
び
社
名
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課
（
℡

０
８
５
７
―
32
―
８
０
０
２
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
本
欄
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
　
鳥
取
市
観
光
大
学
開
校
式
・
講

義
▽
青
年
部
会
員
交
流
委
員

会
・
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委

員
会
・
総
務
委
員
会

７
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部

会
員
増
強
委
員
会
・
役
員
選
考

会

８
　
失
わ
れ
た
30
年
＋
脱
却
懇
談
会

９
　
青
年
部
例
会

11
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委

員
会
▽
女
性
会
正
副
会
長
会
議

12
　
運
営
委
員
会
▽
鳥
取
市
観
光
大

学
講
義
▽
女
性
会
記
念
誌
チ
ー

ム
会
議

13
　
常
議
員
会
▽
女
性
会
会
員
委
員

会
▽
青
年
部
45
周
年
企
画
実
行

委
員
会
▽
日
商
簿
記
検
定
団
体

試
験
方
式

19
　
金
融
相
談
会
▽
工
業
部
会
正
副

部
会
長
会
議
▽
青
年
部
５
役
会

20
　
女
性
会
例
会
・
役
員
会

25
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

特
別
委
員
会
▽
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
勉
強
会
意
見
交
換
会

26
　
青
年
部
理
事
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
12
月
抜
粋

議議    

員員    

交交    

代代

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

11
月
16
日
～
12
月
15
日
届
け
出
分

☎
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2024　1　JANUARY

女性会だより・新年名刺交換

西山　睦深
西山睦深ヘルスケアオフィス

德田　和子
㈱ 德 田 商 店

副会長

大家　祐子
㈱プレマスペース

西垣　祐子
鳥 取 信 用 金 庫

山根　恵子
㈱ 心 晴

林　　一恵
中国電力㈱鳥取支社

石谷　泰子
café 木 の 香 り

稲中真知子
（医）イナカ内科医院

河崎　妙子
㈱グラン・クリュ食工房

米村　京子
㈲よねむら硝子

石川　清美
㈱ 丸 由

山脇　典子
㈱山陰合同銀行

尾前　礼子
㈱日本海プラザ

監　事

谷口真由美
㈱ 鳥 取 銀 行

森田　祐子
鳥取中央青果㈱

深田真由美
日本海テレビジョン放送㈱

竹本恵理子
㈱ ド コ モ ビ ジ ネ ス
ソリューションズ鳥取支店

常田　明美
㈲ 常 田 薬 局

参　与

川口眞佐子
リバードコーポレーション㈱

参　与

加藤　陽子
㈱ フ レ ッ ク ス

理　事

吉川　桂子
㈲井上勝義商店

理　事

中井　英子
㈱ 中 井 脩

会　長

八村恵美子
元 会 頭 夫 人

理　事

英　　咲子
㈱人形のはなふさ

監　事

久住　綾子
ファッションルーム ひさずみ

福嶋登美子
ブリリアントアソシエイツ㈱

理　事

森　　文江
㈱カーケアーセンターモリ

理　事

吉岡きよ乃
グ ッ ド ヒ ル ㈱

理　事

西垣三枝子
㈲ バ ウ ハ ウ ス

理　事

あけましておめでとうございます

青木美保子
ブライダル青木

理　事

上山　弘子
㈱泉コンサルタント

理　事

水本みどり
鳥 取 ガ ス ㈱

理　事

太田　　縁
㈲ 和 光 武 道 具

清水　　恵
西日本電信電話㈱鳥取支店

岸本　典子
㈱ノノスタイル

井上　郁代
㈱Woman Happiness

安宅　智代
㈲アイウィッシュ

山口　朝子
（一社）地域サポート
ネットワークとっとり

副会長

北村　由美
㈱プラスビッツ

副会長

安部　裕子
田 中 工 業 ㈱

浜村　恵子
㈲ 浜 市

参　与

黒坂　令子
鳥取ヤクルト販売㈱

* *
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300
〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
旧
年
中
は
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
に
対

し
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
厚
情
を
賜

わ
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
5
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
法
上
の
位
置
づ

け
が
5
類
へ
移
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
本
来

の
よ
う
に
青
年
部
活
動
も
よ
り
活
発
に
事
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
終
り
の

見
え
な
い
ま
ま
2
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
10
月
の
ハ
マ
ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃

よ
り
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
も
混
沌
を
極
め

て
お
り
ま
す
。
資
材
の
高
騰
や
大
幅
な
円
安

を
背
景
と
し
た
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ

レ
に
影
響
を
受
け
、
様
々
な
業
種
に
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま

す
。
我
々
青
年
経
済
人
と
し
て
、
こ
の
状
況

を
変
革
の
時
と
捉
え
よ
り
良
い
有
り
方
を
模

索
し
積
極
的
に
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
の
4
月
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

催
さ
れ
ま
す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
と
し
て

「P
eople’s Living Lab

（
未
来
社
会
の

実
験
場
）」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
人
類
共

通
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
世
界
の
英
知
を

集
め
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
創
造
・
発
信
す

る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
1
8
5
日
間
の
期
間
中
に
2
8
0
0
万

人
の
来
場
者
数
を
見
込
ん
で
お
り
、
鳥
取
県

も
関
西
広
域
連
合
の
パ
ビ
リ
オ
ン
内
に
出
店

予
定
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
鳥
取
市
に

も
多
く
の
観
光
客
が
来
鳥
さ
れ
る
こ
と
と
を

期
待
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
鳥
取
の
良

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
は
12
月
9
日
に
ク
リ
ス
マ

ス
家
族
例
会
を
行
い
、
総
勢
1
9
0
名
と
多

く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
家
族

の
皆
様
へ
日
頃
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
ご
理
解

へ
の
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通
常
の
例
会
と
は
違
い
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
顔
で
子
供
に
接
し

て
い
る
顔
は
、い
つ
も
よ
り
柔
ら
か
く
見
え
、

そ
の
家
族
を
守
る
姿
を
心
強
く
も
思
い
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
射
的
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
ほ
か
、
今
回
は
奥
様
方
な
ど
に
大

変
人
気
の
あ
っ
た『
め
あ
り
い
さ
ん
』の
タ
ロ

ッ
ト
占
い
、
大
学
生
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
な
ど
、
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
登
場
し
た
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
の
『
だ
し

お
さ
ん
』に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、そ
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
と
大
い
に
盛
り
上
が
り

大
変
賑
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
年
も
昨
年
同
様
、
会
員
一
丸
と
な
り
鳥

取
の
未
来
を
創
造
す
る
ビ
ジ
ョ
ン

「C
IV
IC
P
R
ID
E

ー
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド

ー
」
鳥
取
愛
と
誇
り
を
胸
に
日
本
唯
一
の
賑

わ
い
を
つ
く
り
、
創
意
と
工
夫
勇
気
と
情
熱

を
も
っ
て
新
た
な
価
値
の
創
造
を
続
け
、
鳥

取
の
商
工
業
発
展
を
目
指
し
挑
戦
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
り
良
き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令
和
５
年
度
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令
和
5
年
12
月
9
日
（
土
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
「
鶴
の
間
」
に

て
、
12
月
例
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
ご
家
族
の
皆
さ
ま

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
家
族
会
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昨
年
大
好
評
で
あ
っ
た
「
縁
日
コ
ー
ナ
ー
」
を
さ
ら
に
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
開
催
し
、
多
く
の
ご
家
族
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
歌
真
似
芸
人
の
「
だ
し
お
さ
ん
」
を

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、
本
人
さ
な
が
ら
の
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
歌
声
で
、
会
場
が
一
体
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
家
族
会
終
盤
に
開
催
し
た
恒
例
の
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
」

で
は
、
会
員
の
お
子
様
と
配
偶
者
様
全
員
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
当
て
ら
れ
る

よ
う
な
抽
選
方
式
と
し
、
大
人
か
ら
お
子
様
ま
で
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
過
去
最
高
と
な
る
1
9
0
名
を
超
え
る
会
員
ご
家
族
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
運
営
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
会
員
交

流
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
ご
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
家
族
会
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
ご
家
族
の
皆
さ

ま
、
事
業
運
営
・
協
賛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介スペシャルゲストの「だしおさん」

クリスマス家族会の様子

　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）、
若
葉
台
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
、
鳥
取
Ｊ
Ｃ
、
鳥
取
中
央
会
の
三
団
体
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
交
流

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
11
月
下
旬
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の
暖
か
さ
で
、
天
気

は
快
晴
、
気
温
は
20
度
超
の
サ
ッ
カ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
す
る
側
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
反
面
、
温
暖
化
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
交
流
戦
の
結
果
は
前
回
に
引
き
続
き
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
見
事
優
勝

い
た
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
同
好
会
か
ら
は
今
年
度
二
人
の
卒
会
者

が
お
ら
れ
ま
す
が
、
功
労
者
の
花
道
を
飾
る
事
が
で
き
て
一
安
心
で

す
。

　
こ
の
交
流
戦
も
今
年
で
7
年
目
と
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
所
属
団
体
は
違
い
ま
す
が
、
志
は
同
じ
仲
間
と
し
て
、
今
後
も

継
続
し
交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会
　
副
会
長
　
福
田 

弘
幸

　
令
和
5
年
12
月
9
日(

土)

「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
と
、
鳥
取
青
年

会
議
所
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青

年
部
の
三
青
協
で
袋
川
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
12
月
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
あ
た
た
か
い
日
差
し
の
中
、
協

力
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
袋
川
周
辺
地
区
は
、
令
和
4
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策
提
言
に
も
あ
が
っ

て
い
る
【
袋
川
公
園
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
の
舞
台
で
も
あ
り
、
中
心
市

街
地
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
象
徴
的
な
存
在
で
す
。
そ
の
よ
う
な
大
切

な
場
所
が
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
状
態
で
維
持
で
き
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
と
し
て
は
と
て
も
有
難
く
、
青
年
経
済
人
と
し
て
は
責
務
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
小
学
校
の
学
び
の
場
で
も
あ
る
袋
川
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
も
、
生
態
系
を
崩
す
こ
と
な
く
、
袋
川
の
自
浄
作
用
を
活
か
し

た
人
力
で
の
除
草
方
法
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、
中
心
市
街
地
活
性

化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
本
当
の
意
味
で
市
民
が
袋
川
に
誇
り

が
持
て
る
よ
う
に
願
い
つ
つ
、
今
後
も
引
き
続
き
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。まち

な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
金
居 

洋
子

作業の様子
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
旧
年
中
は
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
に
対

し
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
厚
情
を
賜

わ
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
5
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に
コ
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ナ
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の
位
置
づ
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5
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へ
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た
こ
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も
あ
り
本
来
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よ
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に
事
業
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な
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ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
終
り
の

見
え
な
い
ま
ま
2
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
10
月
の
ハ
マ
ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃

よ
り
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
も
混
沌
を
極
め

て
お
り
ま
す
。
資
材
の
高
騰
や
大
幅
な
円
安

を
背
景
と
し
た
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ

レ
に
影
響
を
受
け
、
様
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な
業
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に
暗
い
影
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し
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ま
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模

索
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極
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続
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お
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ま
す
。
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関
西
万
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が
開

催
さ
れ
ま
す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
と
し
て

「P
eople’s Living Lab

（
未
来
社
会
の

実
験
場
）」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
人
類
共
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決
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て
、
世
界
の
英
知
を

集
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、
新
た
な
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イ
デ
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を
創
造
・
発
信
す

る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
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る
よ
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で

す
。
1
8
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2
8
0
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あ
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よ
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一
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新
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商
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の
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
歌
声
で
、
会
場
が
一
体
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
家
族
会
終
盤
に
開
催
し
た
恒
例
の
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
」

で
は
、
会
員
の
お
子
様
と
配
偶
者
様
全
員
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
当
て
ら
れ
る

よ
う
な
抽
選
方
式
と
し
、
大
人
か
ら
お
子
様
ま
で
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
過
去
最
高
と
な
る
1
9
0
名
を
超
え
る
会
員
ご
家
族
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
運
営
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
会
員
交

流
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
ご
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
家
族
会
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
ご
家
族
の
皆
さ

ま
、
事
業
運
営
・
協
賛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介スペシャルゲストの「だしおさん」

クリスマス家族会の様子

　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）、
若
葉
台
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
、
鳥
取
Ｊ
Ｃ
、
鳥
取
中
央
会
の
三
団
体
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
交
流

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
11
月
下
旬
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の
暖
か
さ
で
、
天
気

は
快
晴
、
気
温
は
20
度
超
の
サ
ッ
カ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
す
る
側
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
反
面
、
温
暖
化
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
交
流
戦
の
結
果
は
前
回
に
引
き
続
き
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
見
事
優
勝

い
た
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
同
好
会
か
ら
は
今
年
度
二
人
の
卒
会
者

が
お
ら
れ
ま
す
が
、
功
労
者
の
花
道
を
飾
る
事
が
で
き
て
一
安
心
で

す
。

　
こ
の
交
流
戦
も
今
年
で
7
年
目
と
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
所
属
団
体
は
違
い
ま
す
が
、
志
は
同
じ
仲
間
と
し
て
、
今
後
も

継
続
し
交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会
　
副
会
長
　
福
田 

弘
幸

　
令
和
5
年
12
月
9
日(

土)

「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
と
、
鳥
取
青
年

会
議
所
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青

年
部
の
三
青
協
で
袋
川
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
12
月
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
あ
た
た
か
い
日
差
し
の
中
、
協

力
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
袋
川
周
辺
地
区
は
、
令
和
4
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策
提
言
に
も
あ
が
っ

て
い
る
【
袋
川
公
園
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
の
舞
台
で
も
あ
り
、
中
心
市

街
地
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
象
徴
的
な
存
在
で
す
。
そ
の
よ
う
な
大
切

な
場
所
が
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
状
態
で
維
持
で
き
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
と
し
て
は
と
て
も
有
難
く
、
青
年
経
済
人
と
し
て
は
責
務
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
小
学
校
の
学
び
の
場
で
も
あ
る
袋
川
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
も
、
生
態
系
を
崩
す
こ
と
な
く
、
袋
川
の
自
浄
作
用
を
活
か
し

た
人
力
で
の
除
草
方
法
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、
中
心
市
街
地
活
性

化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
本
当
の
意
味
で
市
民
が
袋
川
に
誇
り

が
持
て
る
よ
う
に
願
い
つ
つ
、
今
後
も
引
き
続
き
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。まち

な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
金
居 

洋
子

作業の様子

集合写真

三
青
協
サ
ッ
カ
ー
交
流
戦
開
催

三
青
協
サ
ッ
カ
ー
交
流
戦
開
催

YEGメンバー

集合写真

12
月
例
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
開
催

12
月
例
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
開
催

袋
川
の
除
草
作
業
参
加

袋
川
の
除
草
作
業
参
加
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art.kura

2 /   9 ( 金 )

ワークショップは事前申込優先です

内容などの詳細は
パレットとっとり市民交流ホールの
公式WEB サイト・SNS または
各出展者の SNS でご確認下さい

販売・ワークショップの
スケジュールは都合により
変更になる場合がございます

2 / 10 ( 土 )
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-16:00

販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-16:00

販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-16:00

販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-16:00

販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-15:00

販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-15:00

販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-17:00
販売 / WS  10:00-15:00

2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

2 /   9 ( 金 )
2 / 10 ( 土 )
2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

クラフト工房 K

販売のみ

タムラカミテン

2 /   9 ( 金 )
2 / 10 ( 土 )
2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

2 /   9 ( 金 )
2 / 10 ( 土 )
2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

すろうぷれす

2 /   9 ( 金 )
2 / 10 ( 土 )
2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

2 /   9 ( 金 )
2 / 10 ( 土 )
2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

全日　販売のみ 全日　販売のみ

りりぽっち

紙創庵 ペーパーデコレーションフタバ

2 /   9 ( 金 )
2 / 10 ( 土 )
2 / 11 ( 日 )
2 / 12 ( 月 )

ペーパーデコレーション工房 空＆メルル

oppohonpo

集ま
れ！

紙好き♪

紙好きによる　紙好きのためのマルシェ （最終日16:00 まで）“紙愛” をみなさまへ

市民交流ホールスペシャル企画

TOTTORI
KAMI MARCHE

入場
無料

22024

10:00-17:00
9. 2 12.金 月

WS …ワークショップ
　　   開催ブース

主催：有限会社田村紙工・鳥取商工会議所　　後援：鳥取市中心市街地活性化協議会

鳥取市弥生町 323-1 https://palettehall.jp本通パーキングをご利用の方に割引駐車券を販売しております

「パレットとっとり市民交流ホール」で検索

TEL (0857)39-2555  FAX (0857)39-2550

会場

参加無料

ご来場記
念

オリジナルタグを作ろう♪

会場内を回って
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編　集　室
　

◆
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
１
月
の
和
風
月

名
は『
睦
月
』。「
親
戚
や
知
人
が

互
い
に
行
き
来
し
仲
睦
ま
じ
く

過
ご
す
月
、
睦
び
月
（
む
つ
び

つ
き
）」
が
由
来
と
さ
れ
る
諸

説
の
よ
う
に
、新
し
い
年
を
に

ぎ
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
◆
さ
て
、
２
０
２
４

年
の
今
年
は
「
う
る
う
年
」。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す

ね
！
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
、
ブ
レ
イ
キ
ン
な
ど
の

追
加
競
技
を
含
む
32
競
技
３
２

９
種
目
が
行
わ
れ
る
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。
世
界
記
録
や
日
本

人
選
手
の
活
躍
で
大
い
に
盛
り

上
が
る
と
い
い
で
す
ね
♪�（
Ａ
）

詳詳ししくくはは、、AANNAA公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経融資 をご活用ください！

　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なしで
受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯楽
業を除く）で５人以下、その他は20人以下の事業所です。

●融資限度額　2,000万円　　●利率　年1.20％（2023.12.1現在）
●返 済 期 間　運転資金＝　７年以内（据え置き１年以内）
　　　　　　　設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所経営支援一課 TEL：0857-32-8005

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

※
利
用
予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

日
に
ち

利　

用　

内　

容

１
／
20
㈯

パ
レ
ッ
ト
冬
あ
そ
び
『「
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
」
と

�

あ
そ
ぼ
う
！
』【
公
開
】

21
㈰

パ
レ
ッ
ト
冬
あ
そ
び
『「
と
っ
と
り
か
る
た
」
で

�

あ
そ
ぼ
う
！
』【
申
込
要
】

24
㈬

鳥
取
法
人
会
青
年
部
会　

研
修
会

27
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

28
㈰

空
き
家
管
理
・
売
却
時
の
「
税
・
登
記
」
講
座
【
公
開
】

２
／
３
㈯

は
ま
べ
ゆ
か
り
の
と
っ
と
り
ワ
ッ
シ
ョ
イV

o
l.5

【
有
料
】

４
㈰

は
ま
べ
ゆ
か
り
の
と
っ
と
り
ワ
ッ
シ
ョ
イV

o
l.5

【
有
料
】

９
㈮

と
っ
と
り
紙
マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

10
㈯

と
っ
と
り
紙
マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

11
㈰

と
っ
と
り
紙
マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

12
㈪

と
っ
と
り
紙
マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

17
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています


